
1.国有林野情報管理システム利用について

（利用申請書の提出）

・ 契約後、受託者は事前に「国有林野情報管理システム利用申請書」を発注署へ

提出し、仮想デスクトップ利用登録の承認及び国有林野情報管理システム（以下、

刷新システムという）利用のため使用者番号の発行を受けること。なお、調査報告書

作成に係る作業場所及び作業に必要となる設備、備品及び消耗品等については受

託者の責において用意すること。

（立木調査データ取り込み及び収穫復命書の作成等）

・ 立木調査データは発注者が指定するプログラムに入力し、CSVデータを刷新システ

ムへ取り込み等行うこと。また、エクセルデータも指示がある場合は提出すること。

・ 刷新システムへの取り込みや収穫復命書の入力の方法は、別添マニュアル「早わ

かり収穫復命書入力～調査野帳等確定」「収穫復命書作成の手引」「国有林野情

報管理システムかんたん導入マニュアル」を参考に実施すること。不明な点等ある

場合は監督職員等へ連絡し指示を受けること。

・ 収穫復命書情報入力の項目については、契約後に手交する復命書情報入力一覧

のとおりとする。

・ 立木調査野帳の元データと刷新システム取込後の立木調査野帳との整合性をとること。

・ 作成書類については、調査項目及び作成書類一覧、特記仕様書のとおりとするが、

不具合等がある場合は監督職員等と打合せの上作成すること。

2.その他

・ この特記仕様書に定めのない事項等については、必要に応じ監督職員と協議すること。
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　農林水産省では、専門家による検討等を重ね、今般、野生いのししにおけるアフリカ豚熱

（以下、「ASF」という。）の感染確認時の具体的対応が取りまとめられ、都道府県へ通知され

たところ。

　ASFは、ASFウイルスが豚やいのししに感染することによる発熱や全身の出血性病変を特徴

とする致死率の高い伝染病であり、ダニによる媒介、感染畜等との直接的な接触により感染が

拡大し、有効なワクチンや治療法はなく、発生した場合の畜産業界への影響が甚大であるこ

とから、我が国の家畜伝染病予防法において「家畜伝染病」に指定され、患畜・疑似患畜の速

やかな届出と、と殺が義務付けられている。

　このことから、下記について遵守すること。

・ 山林での作業の靴の履き分けや、下山時や帰宅時の靴及びタイヤの土落とし等、

平時における感染防止対策に協力するとともに、野生いのししの死体発見時には、

管轄の県の家畜衛生担当部局に速やかに通報するとともに、監督職員へ連絡す

ること。

・ ASF対策として、野生いのししの感染が確認された場合の都道府県が実施する防

疫措置に基づき、消毒ポイントにおける消毒の実施や帰宅後の靴底の洗浄消毒

等を行うこと。

また、都道府県の行う立入制限等の防疫措置等を踏まえ、収穫調査委託契約

約款第11条に基づき事業を一時中止する可能性がある。
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（アフリカ豚熱）

記



１.襲用元と襲用先

・ 襲用元とは、標準地調査を実施する林小班のことをいい、襲用先は、襲用元の標準

地調査データを用いて面積拡大により収穫量等を算出する林小班をいう。（調査内

訳明細の備考欄等に記載の箇所とする。）

・ この特記仕様書に定めのない事項等については、必要に応じ監督職員と協議する

こと。
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（襲用による収穫調査）


